
　
去
る
令
和
４
年
12
月
17
日
（
土
）・
18

日
（
日
）、
第
67
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
研
究
大
会 

お
き
な
わ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。本
年
度
の
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
「
ひ
ろ
げ
・
つ
な
ぐ
・
未
来
へ
の

リ
レ
ー
」〜
結
の
こ
こ
ろ
で
〜
。こ
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
は「
恕（
じ
ょ
）・
感
謝
・
鵲

瑞（
じ
ゃ
く
ず
い
）」の
３
つ
の
心
で
、豊
か

で
活
力
あ
る
未
来
の
地
域
社
会
を
創
る

子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に
、Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し

て
、
大
人
と
し
て
の
役
割
を
考
え
ま
し
ょ

う
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
北
九
州
市
は
第
５
分
科
会
（
広
報
・

地
域
連
携
）に
て
、
戸
畑
区
大
谷
小
学
校

の
取
り
組
み
の
発
表
を
中
山
隆
会
長
と

栗
岡
直
也
副
会
長
が
行
い
ま
し
た
。「
地

域
で
育
む
子
ど
も
た
ち
」
と
い
う
題
材

で「
大
谷
子
ど
も
教
室
」開
校
の
き
っ
か

け
や
、
活
動
報
告
、
今
後
の
課
題
な
ど
、

精
力
的
な
活
動
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、
ガ
レ
ッ
ジ
セ
ー
ル
の

ゴ
リ
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
身
の
子
ど
も
へ
の
愛
情
の
注
ぎ
方
、
そ

し
て
心
配
事
や
フ
ォ
ロ
ー
し
た
い
気
持

ち
が
溢
れ
る
一
方
、「
子
ど
も
は
子
ど
も
で

一
人
の
個
の
人
格
」「
子
ど
も
も
自
分
自
身

で
人
生
の
選
択
を
し
、
し
っ
か
り
と
成
長

し
て
い
る
」
と
強
く
感
じ
る
場
面
の
思
い

出
を
涙
な
が
ら
に
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
集
ま
っ
た
多
く
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
及

び
関
係
者
に
、

勇
気
を
力
強
く

与
え
た
講
演
と

な
り
ま
し
た
。

ご
参
加
、
ご
協

力
頂
き
ま
し
た

皆
様
に
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ヒ
ー
ロ
ー
と
モ
デ
ル
と

　
　
　
　

 　
　
　
　
　
未
来
を
語
る

　
俳
優
の
古
原
靖
久
氏
、
モ
デ
ル
の
田
中
れ

い
か
氏
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
戦

隊
ヒ
ー
ロ
ー
「
炎
神
戦
隊
ゴ
ー
オ
ン
ジ
ャ
ー
」

の
ゴ
ー
オ
ン
レ
ッ
ド
役
な
ど
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
古
原
氏
か
ら
は
５
歳
か
ら
18
歳
ま
で
児

童
養
護
施
設
で
過
ご
し
た
体
験
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
辛
い
体
験
、
施
設
を
抜
け

出
し
て
母
親
に
会
い
に
行
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
辛
い
環
境
か

ら
、
芸
能
界
に
入
っ
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
の
「
あ
さ

イ
チ
」
で
、
出
演
者
の
方
か
ら
家
族
の
よ
う

に
支
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
な
ど
を
通
し
て
、

悔
し
さ
を
感
謝
に
変
え
て
い
け
た
こ
と
や
、

闘
病
の
末
に
再
会
で
き
な
い
ま
ま
亡
く
な
っ

た
母
親
へ
の
思
い
な
ど
を
お
聞
き
し
、
涙
し

て
い
る
参
加
者
も
い
ま
し
た
。
育
っ
た
環
境

の
せ
い
に
し
な
い
こ
と
で
、
辛
い
経
験
も
前

向
き
に
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
古
原

氏
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
田
中
氏
は
、
親
元
を
離
れ
て
暮
ら
し
て
い

る
な
ど
、
社
会
的
に
養
護
が
必
要
な
子
ど
も

た
ち
を
支
え
る
一
般
社
団
法
人
た
す
け
あ
い

の
代
表
理
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

日
曜
討
論
へ
の
出
演
や
、
国
の
政
策
へ
関
わ

る
こ
と
に
な
っ
た
お
話
し
や
、「
生
き
る
、

育
つ
、
守
ら
れ
る
、
参
加
す
る
」
の
４
つ
の

子
ど
も
の
権
利
条
約
を
推
進
し
て
い
る
活
動

や
、
東
京
都
児
童
福
祉
審
議
会
の
子
供
ア
ド

ボ
ケ
イ
ト
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
に
参
加

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。
ま
た
、
父
親
の
暴
力
か
ら
児
童
養
護
施

設
へ
入
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
や
、
友
達
と

の
境
遇
の
違
い
か
ら
の
辛
い
気
持
ち
、
そ
ん

な
中
で
も
友
達
の
お
母
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、

今
で
は
誰
で
も
好
き
な
自
分
に
な
れ
る
こ
と

を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
る
こ
と
な
ど
、

ご
自
身
の
体
験
や
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

　
後
半
に
は
研
修
委
員
長
の
福
田
さ
ん
か
ら
、

北
九
州
市
で
は
令
和
３
年
度
で
２
，
３
６
３

件
の
児
童
虐
待
相
談
対
応
が
あ
り
、
４
４
０

人
の
子
ど
も
た
ち
が
親
元
を
離
れ
て
暮
ら
し

て
い
る
現
状
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
を
通
じ
て
、
虐
待
を
受
け
て

い
た
り
、
親
元
を
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
た
り

し
て
社
会
的
養
護
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
が

身
近
に
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
社
会
全

体
で
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
を
支
え
、
見
守
る

輪
が
よ
り
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。
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ホームページでも
　情報
 発信中 !!

　
昨
年
度
か
ら
の
「
任
意
加
入
及
び

個
人
情
報
取
扱
問
題
」
に
つ
い
て
、

総
務
委
員
会
で
は
、
令
和
４
年
10
月

に
こ
の
問
題
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成

の
効
果
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
12
月
作
成
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
つ
い
て
、
約
７
割
が
「
参
考
に

な
っ
た
」、
意
思
確
認
や
個
人
情
報

取
扱
い
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト 

に
つ
い

て
は
約
６
割
が
「
活
用
し
た
」
と
の

回
答
を
い
た
だ
き
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
質
問
も

踏
ま
え
、
11
月
22
日
、
25
日
、
28
日

に
「
令
和
４
年
度　
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
任

意
加
入
等
説
明
会
」
を
開
催
し
、
３

日
間
合
計
で
、
リ
ア
ル
に
よ
る
参
加

が
26
校
、
38
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て

24
校
、28
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、

再
度
、
説
明
や
質
疑
応
答
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　
各
校
の
工
夫
や
様
々
な
ア
イ
デ

ア
、
参
考
と
な
る
良
い
事
例
や
改
善

事
項
が
出
て
き
て
、
大
変
、
有
意
義

な
説
明
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
詳
し
く
は
改
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

巻
末
を
参
照
く
だ
さ
い
。）

　
今
回
、そ
こ
で
出
た
様
々
な
意
見
、

成
功
事
例
や
改
善
点
を
受
け
、
各
校

の
状
況
に
応
じ
た
対
応
策
の
一
助
に

な
る
こ
と
を
願
い
、
一
部
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
改
定
を
行
い
、
１
月
下
旬

に
各
校
に
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

任
意
加
入
及
び

　
個
人
情
報
取
扱
に

　
　
　
　
　
　 

つ
い
て

任
意
加
入
及
び

　
個
人
情
報
取
扱
に

　
　
　
　
　
　

 

つ
い
て

第
67
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
研
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大
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き
な
わ
大
会
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Ｔ
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北
九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会　

令
和
４
年
度

　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・
副
会
長
・
役
員
研
修
会

北
九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会　

令
和
４
年
度

　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・
副
会
長
・
役
員
研
修
会

令
和
５
年
１
月
28
日（
土
）

15
：
00
〜
17
：
00

ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
小
倉

令
和
４
年
度

（
一
社
）北
九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
と

　
　
教
育
委
員
会
と
の
教
育
懇
談
会

　
令
和
５
年
１
月
23
日
（
月
）
教
育
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
か
ら
は
教
育
次
長　
古
小
路 

忠
生

様
、
学
校
教
育
部
長　
髙
橋 

英
樹
様
、
安
全
教
育
担

当
課
長　
髙
宮 

滋
様
、学
校
・
家
庭
・
地
域
連
携
担

当
主
幹　
佐
藤 

文
俊
様
に
お
こ
し
頂
き「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
意
義
と
本
市
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
」「
部
活
動
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
」

「
こ
れ
か
ら
の
学
校
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
ご
講
和

頂
き
ま
し
た
。今
後
の
部
活
動
の
あ
り
方
、
地
域
と

学
校
と
の
連
携
に
つ
い
て
な
ど
、
質
疑
応
答
が
な
さ

れ
、
大
変
有
意
義
な
時
間
を
も
つ
事
が
で
き
ま
し

た
。教
育
委
員
会
の
皆
様
に
は
、
コ
ロ
ナ
対
応
で
お

忙
し
い
中
、
貴
重
な
時
間
を
作
っ
て
頂
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

教
育
Ｄ
Ｘ
で
つ
く
る「
未
来
の
教
室
」

　
令
和
５
年
１
月
21

日（
土
）北
九
州
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
協
議
会
教
育
財

団
主
催
に
て
、
浅
野

大
介
先
生
を
お
招
き

し
て
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
浅
野
大
介
先
生
は
現
在
、
経
済
産
業
省
経
済
産
業

政
策
局
産
業
資
産
課
長
（
兼
）
投
資
機
構
室
長
（
兼
）

大
臣
官
房
Ｗ
ｅ
ｂ
３
．０
政
策
推
進
室
長
を
さ
れ
て

い
ま
す
。講
演
内
容
と
し
て
は
、
自
立×

個
別
最
適

×

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
研
究
の
講
話
か
ら
始
ま
り
、
学
校
を

「
未
来
の
創
り
手
た
ち
」の
育
つ
場
に「
誰
一
人
置
き

去
り
に
し
な
い
教
育
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
と
題
し
て

ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。普
段
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い

教
育
Ｄ
Ｘ
推
進
に
つ
い
て
な
ど
、
私
た
ち
Ｐ
Ｔ
Ａ
協

議
会
の
保
護
者
に
も
分
か
り
や
す
く
、
大
変
勉
強
に

な
る
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。
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小学生の部

しゅくだいを　さきにしてから　ユーチューブ

お母さんに教えてもらった、たまごやき
もう一人でも作れるよ
「おいしい」と言ってくれてありがとう

お誕生日ありがとうと、言われるけど、
本当はお母さんお父さんに
ありがとうとつたえたい。

氏名・学校名 学年

原田　凌玖
大里柳小学校

原田　愛唯
大里柳小学校

江良　琥珀
大里柳小学校

けんかじゃなくて話し合い　戦争やめよう
命はありがたい

相原　正幸
大里柳小学校

あいさつと　ありがとうと　ごめんなさいは
早いものがち

守口　弥生
鴨生田小学校

1

3

4

5

4

一般の部

思いきり　遊んでもらうぞ　思春期前

心を亡くすと書いて忙しい。
たとえそうであっても、
子どもの前では封印しよう。

お母さんいつもとちがう　電話の声

けなされてるけど私のネタで大笑い
家族の笑いを作ってる満足感を
実は味わっている

戦争の映像みては　怒る子に　成長感じる
平和の心

氏名・学校名
仲井　弾剛
祝町小学校

穴井　秀和
祝町小学校

三浦　琉華子
祝町小学校

三浦　真奈美
祝町小学校

三好　啓介
鴨生田小学校

（一社）北九州市 PTA協議会

❶ PTAを窓口とした団体割引（適用割引約46％／2022年度）により掛金が割安です。
❷ 「傷害（ケガ）補償」・「個人賠償責任補償」・「育英費用補償」の3つの補償でバックアップ!!
❸ 医師・看護師・ヘルスカウンセラー等による健康・医療相談。　❹ セカンドオピニオン　アレンジサービスがついています。
❺ 地震・噴火・津波によるケガの補償がついています。　❻ 児童・生徒が病気をされた場合の補償プランも選べます。
❼ 学校の授業・登下校中等、児童・生徒が携行している身の回り品の事故による損害補償プランも選べます。

本制度の特長 こども総合保険

（一社）北九州市PTA協議会 推薦

AIG損害保険株式会社 北九州支店
（小・中学生総合保障制度係）

［住　　所］〒802-0005  小倉北区堺町2-3-31 富士火災小倉ビル
［電話番号］093-511-3821［受付時間］午前9時～午後5時まで（土・日・祝日・年末年始を除く）

・本制度の補償期間は2022年4月1日（午前0時）～2023年4月1日（午後4時）までとなっております。 補償期間の中途からのご加入希望の場合には上記お問合せ先までお問合せ下さい。
・この広告は制度の概要を説明したものです。詳細につきましては、3月上旬に配布されましたパンフレットをご覧いただくか、上記お問合せ先までお問合せ下さい。

自転車総合保険

2022年4月現在の内容です。

24時間様々な危険からお子さまを保障する
小・中学生総合保障制度のご案内

北九州市PTA協議会 小・中学生総合保障制度
お問合せ先・引受保険会社

総合保障制度の
内容を
動画でご紹介!!

S-220529   202306

子
ど
も
の
見
守
り

　
子
ど
も
の
見
守
り
は
、学
校
や
家
庭
を
中
心
と
し
て
、地
域
も
大

変
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
活
動
を
続
け
て
い
た
だ

い
て
い
る
方
を
八
幡
東
区
か
ら
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
お一人
目
は
、花
尾
小
学
校
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

松
鳥
善
成
さ
ん
。

　
松
鳥
さ
ん
は
、
今
年
20
歳
に
な

る
息
子
さ
ん
が
い
て
、
小
学
校
を

卒
業
し
て
か
ら
も
、「
学
校
に
通
う

子
ど
も
た
ち
に
笑
顔
を
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
早
朝
か
ら
子
ど
も
た
ち
を

見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。コ

ロ
ナ
禍
前
は
子
ど
も
た
ち
に
タ
ッ

チ
を
し
て
学
校
に
迎
え
て
い
ま
し

た
が
、最
近
は
エ
ア
ー
タ
ッ
チ
を
し

て
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
ご
紹
介
す
る
の
は
、（一社
）北
九
州
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
の

会
長
の
三
浦
隆
史
さ
ん
。

　
三
浦
さ
ん
は
、
現
役
の
会
長
を
し
な
が
ら
見
守
り
活
動
を
続

け
て
11
年
目
と
な
り
ま
す
。祝
町
小
学
校
の
校
門
前
で
、登
校
し

て
く
る
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
願
っ
て
活
動
を
続
け
て
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
笑
顔
に
、
三
浦
さ
ん
も
元
気
を

も
ら
っ
て
い
る
と
の
事
で
す
。

　
お
二
人
と
も
、う
つ
む
き
な
が

ら
登
校
す
る
子
ど
も
に
も
、元
気

な
声
で
挨
拶
を
す
る
こ
と
で
、お

互
い
が
笑
顔
に
な
り
、気
持
ち
よ

く一日
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
る

と
お
っ
し
ゃっ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
身
体
に
気
を

つ
け
て
、見
守
り
活
動
を
続
け
て

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
。

保護者や地域の皆さまへ保護者や地域の皆さまへ
　北九州市立学校では、未来を担う子どもたちに「質の高い教育」を提供し続けるため、
学校における業務改善を推進しています。今後は、令和５年２月策定の「学校における
業務改善プログラム＜第３版＞」に基づく取組を、３か年計画で一層推進していきます。

学校・保護者間連絡等
のオンライン化

小・中・特支学校及び幼稚園に、保護者連絡ツール「tetoru
（テトル）」を導入し、学校・園からの連絡やお便りの配付、ま
た、保護者から学校への欠席や遅刻・早退連絡をオンライン
化します。

日課表の見直し 朝の活動や清掃活動の簡素化、授業時間の短縮など、日課
表の見直しを行います。見直しによって生み出された時間は、
児童生徒の質の高い学びにつながるよう有効に活用します。

留守番電話機能の活用 原則、教職員の勤務終了時刻※から翌日午前８時００分の間
は、留守番電話機能を活用します。
※教職員の勤務時間は、原則、平日の午前８時３０分から午後５時００分まで
です。

部活動実施時間の徹底
／段階的な地域移行

部活動の開始及び終了時刻を明確に設定するなど、平日に
おける実施時間（２時間程度）の徹底を図ります。また、
部活動の段階的な地域移行に向けた準備を進めます。

学校行事のあり方見直し 各行事の趣旨を生かした上で、学校行事の精選（内容・準
備の見直し・簡素化含む）を行います。

具体的な取組例

問い合わせ先 北九州市教育委員会教職員課　電話:(093)582-2372

ご理解とご協力のお願い

全校で実施全校で実施

各中学校で（順次）実施各中学校で（順次）実施

各校で見直し各校で見直し

全校で実施全校で実施

各校で見直し各校で見直し

先生が、　・授業やその準備など、子どもと向き合う時間を確保し
　　　　　・日々元気に子どもたちの前に立つとともに
　　　　　・魅力ある学校教育を実現する
ために、皆様のご理解とご協力をお願いします。

三行詩コンクール作品紹介令和
４年度
令和
４年度

Ｐ
Ｔ
Ａ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
「P

a
re
n
ts a

n
d
 T
e
a
c
h
e
rs 

Association

」
の
略
語
で
、
保
護
者
と
教
職
員
が
ス
ク
ラ

ム
を
組
む
組
織
で
す
。で
は
、
保
護
者
と
教
職
員
は一体
誰
の

た
め
に
ス
ク
ラ
ム
を
組
む
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
も
ち
ろ

ん「
子
ど
も
」で
す
。そ
れ
も
単
に「
我
が
子
」だ
け
で
は
な
く
、

学
校
に
通
う「
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
」で
す
。

　
保
護
者
と
教
職
員
が
「
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
や
か
な

成
長
」に
と
っ
て
の「
最
善
」を
常
に
考
え
、
行
動
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
組
織
。そ
れ
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
す
。

　
そ
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
委
員
会
、
本
部
役
員
な
ど「
役
に

当
た
っ
た
人
」

だ
け
の
も
の

で
は
な
く
、
す

べ
て
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
、学
校
が

協
力
し
て
行

い
ま
す
。


